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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　形状作成もしくはＣＡＤファイルの読み込み、メッシュ分割、材料物性値の設定、境界
条件の設定、解析実行などのＣＡＥ解析の解析手順を順次実行する汎用解析システムであ
って、
　対象物の解析手順画面を表示する表示手段と、
　前記表示手段に表示された解析手順画面の中の任意の項目を操作する際に用いられる入
力手段と、
　前記入力手段による入力操作に従って、各解析手順画面を前記表示手段に順次表示させ
る画面表示制御手段と、
　前記表示手段に表示された解析手順画面から前記入力手段によって入力された解析条件
等の情報を保存する解析情報保存手段と、
　前記解析情報保存手段に保存された解析条件等の情報に従って解析を行う解析計算処理
手段と、
　前記解析計算処理手段が実行したＣＡＥ解析結果を過去事例として保存する過去事例保
存手段と、
　前記過去事例保存手段に保存されている過去事例を検索する過去事例検索手段とを備え
ており、
　前記解析手順画面には、その解析内容に対応した過去事例を参照するためのボタンが設
けられており、前記過去事例検索手段は、前記入力手段によってこのボタンが選択される
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と、解析内容に対応する過去事例を前記過去事例保存手段から検索し、前記表示手段に表
示されている解析手順画面上に重ねて表示することを特徴とする汎用解析システム。
【請求項２】
　前記過去事例検索手段は、前記入力手段によって前記ボタンが選択されると、対応する
過去事例を検索するための過去事例検索画面を前記表示手段に表示し、この過去事例検索
画面に前記入力手段より検索項目が入力されると、これらの入力条件に従って前記過去事
例保存手段から該当する過去事例を検索し、前記表示手段に表示することを特徴とする請
求項１に記載の汎用解析システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製品の強度や剛性等の品質を評価するためのコンピュータシミュレーション
の分野、および図面品質向上のために設計を検討するコンピュータシミュレーションの分
野において利用される汎用解析システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　種々の製品の設計においてＣＡＥ解析の技術を利用する場合、従来は、解析の専門家が
複雑な強度計算等を行って製品を設計していた。すなわち、ＣＡＥ解析では、微分方程式
で表現される物理法則をベースとしているため、ユーザに微分方程式の理解と数値解析に
必然的に要求される数学的な約束ごとの理解とが要求されるので、誰でもが簡単にＣＡＥ
解析を行えるものではなかった。
【０００３】
　ところで、ＣＡＥの解析に限らず、種々の解析において操作性の向上を図った技術が提
案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　上記特許文献１に開示された技術は、解析の操作手順を記憶保存しておき、この保存内
容に基づいて自動的に解析を行うというものである。これにより、同じ操作手順を、解析
のたびに毎回繰り返すといった手間が解消され、解析の操作性の向上につながっている（
これを従来技術１という）。
【０００５】
　また、ＳＤＲＣ社が開発し日本でも大きな市場を占有しているＩ－ｄｅａｓ（登録商標
）等の汎用解析システムも提供されており、この汎用解析システムでは、解析はメニュー
を解析作業者の判断で選択するようになっている（これを従来技術２という）。
【特許文献１】特開平１０－３０３２６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記した従来技術１にみられるような個別対応型のナビゲーションシス
テムでは、製品ごとに最もふさわしいナビゲーションとし、解析ノウハウの記述もされて
いるが、後で変更する等のことはできないのが普通であり、汎用性にかけるといった問題
があった。また、個別対応型ナビゲーションシステムは、非常に使いやすくその使用に対
してノウハウも必要ないが、その反面、ソフトの作成に時間がかかるため、コストが非常
に高くなるといった問題もあった。
【０００７】
　また、上記した従来技術２の汎用解析システムでは、メッシュの切り方、境界条件の選
定、解析結果の見方等といったノウハウ的なところについては、表示部分もないため、解
析作業者は自分の判断や専門家に聞いたりして解析を行わなければならないといった問題
があった。そのため、解析ノウハウを別途勉強する必要があるといった問題もあった。
【０００８】
　ところで、本出願人は、特開２００１－２９０８４６号公報において、設計者が簡単に
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ＣＡＥ解析を行えるようにしたＣＡＥ解析システムを提供している。しかし、このシステ
ムにおいても、製品ごとにシステムを作成する必要があるといった問題が残されていた。
また、ＣＡＥ実施後は自らＣＡＥ報告書を作成する必要があった。また、特開平１１－６
６１３２号公報において、過去のＣＡＥ事例を参照できるシステムを提供している。しか
し、このシステムにおいても、ＣＡＥ情報を解析作業者が入力する必要があった。
【０００９】
　さらに、汎用的なＣＡＥシステムとして、レポートを自動出力するものも市販されてい
るが、出力したレポートはユーザが管理する必要があり、過去事例データベースとして活
用することができないといった問題があった。
【００１０】
　本発明はかかる問題点を解決すべく創案されたもので、その目的は、汎用操作部分をナ
ビゲーション形式の汎用作業手順とすることにより、汎用的に使用することができるとと
もに、解析結果のレポート出力が可能であり、かつ、レポート結果を過去事例データベー
スとして活用できる汎用解析システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の汎用解析システムは、形状作成もしくはＣＡＤファイルの読み込み、メッシュ
分割、材料物性値の設定、境界条件の設定、解析実行などのＣＡＥ解析の解析手順を順次
実行する汎用解析システムであって、対象物の解析手順画面を表示する表示手段と、前記
表示手段に表示された解析手順画面の中の任意の項目を操作する際に用いられる入力手段
と、前記入力手段による入力操作に従って、各解析手順画面を前記表示手段に順次表示さ
せる画面表示制御手段と、前記表示手段に表示された解析手順画面から前記入力手段によ
って入力された解析条件等の情報を保存する解析情報保存手段と、前記解析情報保存手段
に保存された解析条件等の情報に従って解析を行う解析計算処理手段と、前記解析計算処
理手段が実行したＣＡＥ解析結果を過去事例として保存する過去事例保存手段と、前記過
去事例保存手段に保存されている過去事例を検索する過去事例検索手段とを備えており、
前記解析手順画面には、その解析内容に対応した過去事例を参照するためのボタンが設け
られており、前記過去事例検索手段は、前記入力手段によってこのボタンが選択されると
、解析内容に対応する過去事例を前記過去事例保存手段から検索し、前記表示手段に表示
されている解析手順画面上に重ねて表示することを特徴としている。
【００１２】
　また、本発明の汎用解析システムは、上記構成において、前記過去事例検索手段は、前
記入力手段によって前記ボタンが選択されると、対応する過去事例を検索するための過去
事例検索画面を前記表示手段に表示されている解析手順画面上に重ねて表示し、この過去
事例検索画面に前記入力手段より検索項目が入力されると、これらの入力条件に従って前
記過去事例保存手段から該当する過去事例を検索し、前記表示手段に表示されている解析
手順画面上に重ねて表示することを特徴としている。
【００１３】
　このような特徴を有する本発明によれば、過去の解析結果を過去事例として参照しなが
らＣＡＥを実行できるので、過去と似たケースの解析はメッシュタイプやメッシュ分割な
ど、煩わしいＣＡＥ検討事項を省略できる。これにより、ＣＡＥ検討・評価時間を短縮す
ることができる。また、過去事例の情報を入力する時間も不要となる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の汎用解析システムによれば、過去事例を参照するためのボタンが、各解析手順
画面の要所に適宜用意されているので、解析作業者は、必要に応じ、各解析手順画面での
処理段階で、随時、その作業に関連した過去事例を参照することができる。このように、
過去の解析結果を過去事例として参照しながらＣＡＥを実行できるので、過去と似たケー
スの解析はメッシュタイプやメッシュ分割など、煩わしいＣＡＥ検討事項を省略でき、こ
れにより、ＣＡＥ検討・評価時間を短縮することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の汎用解析システムの一実施の形態を概念的に示したブロック図である
。
【００１７】
　この汎用解析システムは、大別すると、対象物の解析手順画面や解析ノウハウ画面を表
示する表示部１と、表示部１に表示された解析手順画面の中の任意の項目を操作する際に
用いられるマウスやキーボード等からなる入力部２と、この入力部２の操作に従って、各
解析手順画面を表示部１に順次表示させるための解析手順画面表示プログラム、および表
示部１に表示される各解析手順画面の中の任意の項目を入力部２によって操作することに
より、その項目に対応した解析ノウハウ画面を表示部１に表示させるための解析ノウハウ
画面表示プログラムを格納した画面表示プログラム格納部３と、表示部１に表示された解
析ノウハウ画面に記述された特定の対象物の解析ノウハウを格納する解析ノウハウ格納部
４と、入力部２から入力された情報に従って解析を行う解析計算処理部（解析ソルバー）
５と、解析計算処理部５によって実行されたＣＡＥ解析結果をレポートとしてまとめて出
力するプリンタ等の出力部６と、これら各部の制御や演算処理を行う対話型制御部７と、
ＣＡＥ解析結果をレポートとして格納するレポート格納部８とを備えている。
【００１８】
　また、対話型制御部７は、演算部７０１と、ファイル格納部７０２と、解析ノウハウ入
出力部７０３と、レポート検索部７０４とを備えており、演算部７０１は、実際の解析に
際して要素の形状や要素分割などを計算する部分（プリポスト）である。また、ファイル
格納部７０２には、解析の各種対象物について共通に適用される汎用解析手順プログラム
を格納した汎用解析手順ファイル部７０２ａ、各入力画面に従って入力部２より入力され
た解析対象物の解析情報を保存するための解析情報ファイル部７０２ｂ、解析結果を過去
事例として保存する解析結果ファイル部７０２ｃなどが格納されている。
【００１９】
　解析計算処理部５は、ファイル格納部７０２の解析情報ファイル部７０２ｂに基づいて
、特定の対象物の解析計算処理を実行する。そのため、図示は省略しているが、対象物の
解析を行う解析ソルバーと呼ばれる構造解析ソフトを具備している。
【００２０】
　対話型制御部７は、解析実行時には、画面表示プログラム格納部３に格納されたプログ
ラムに従い、表示部１に解析情報入力画面を順次表示させる処理を実行し、その入力画面
中に入力された解析情報を解析情報ファイル部７０２ｂに保存する処理を実行する。また
、解析情報ファイル部７０２ｂに保存された解析情報に基づき、解析計算処理部５により
実行された対象物の解析結果を解析結果ファイル部７０２ｃに保存する処理を実行する。
上記解析情報ファイル部７０２ｂに保存された解析情報及び解析結果ファイル部７０２ｃ
に保存された解析結果は、出力部６から出力されるとともに、上記対話型制御部７にリン
クされているレポート格納部８に過去事例として蓄積される。レポート格納部８に蓄積さ
れた過去事例からは、レポート検索部７０４を介して、所望とする事例が検索される。
【００２１】
　ただし、解析ノウハウ画面に関しては、本発明の要部ではないので、本明細書では説明
を省略する。
【００２２】
　図２ないし図５２は、入力部２による入力操作に従い、画面表示プログラム格納部３に
格納されている入力画面表示プログラムに従って表示部１に順次表示される入力画面また
は表示画面の具体例を示している。
【００２３】
　各入力画面または表示画面は、基本的に３段構成となっており、上段が、どの段階まで



(5) JP 4374008 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

解析手順の操作が進んだかを表示するステップ表示窓、中段が、解析手順の内容を表示す
るための表示窓、下段が、各種の数値や文字等を入力する入力窓となっている。また、こ
れら入力画面または表示画面の左横には、その手順の過程に対応した３次元モデルの図形
が表示されるようになっているが、以下の説明では、この図形は必要に応じて図示するこ
ととし、特に必要でない場合には図示を省略する。
【００２４】
　ここで、汎用解析手順プログラムは、データベースを開くステップから始まり、形状作
成（もしくはＣＡＥファイルの読み込み）ステップ、メッシュ分割ステップ、材料特性値
の設定ステップ、固定条件の設定ステップ、負荷条件の設定ステップ、解析実行ステップ
、結果表示ステップ、の各ステップ（手順）からなっている。そして、このような各ステ
ップの主要箇所にリンクを設け、このリンク先のファイルが、解析情報を保存している解
析情報ファイル部７０２ｂ及び解析結果を保存している解析結果ファイル部７０２ｃとな
っており、この解析結果ファイルは、本実施の形態ではＨＴＭＬ形式で記述されているが
、テキスト形式でも記述可能である。
【００２５】
　すなわち、解析作業者は、汎用解析手順ファイル部７０２ａに格納されている汎用解析
手順プログラムに従って、各ステップの入力画面または表示画面（これについては後述す
る）を開き、その中に表示されている「過去のレポートを見る」と記載された部分をクリ
ックすることで、レポート格納部８に蓄積されている解析パラメータ及び解析結果を過去
事例として表示できるようになっている。
【００２６】
　次に、本実施の形態の汎用解析システムを用いて、解析作業者が解析を行う手順を説明
する。
【００２７】
　図２は、データベースを開いたときの最初の画面（初期画面）１０を示している。初期
画面１０は、どの段階まで解析手順（ステップ）の操作が進んだかを表示するステップ表
示窓１１と、解析手順の内容を対話形式で表示するための表示画面窓１２と、ユーザ作業
エリアである入力窓１３と、入力内容を適用するための「適用」と記入された適用ボタン
１４と、前画面に戻るための「戻る」と記入された戻るボタン１５とを含んで構成されて
いる。ただし、適用ボタン１４と戻るボタン１５は必要に応じて表示されるボタンであり
、この初期画面１０では、いずれのボタンも薄い反転色表示となっており、操作不可状態
となっている。
【００２８】
　図３は、解析種類選択画面２０を示している。この解析種類選択画面２０は、どの段階
までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓２１と、これから行う解析種類を選択
するための各種項目を対話形式で表示する選択表示窓２２と、ユーザ作業エリアである入
力窓２３とを含んで構成されている。
【００２９】
　図４は、境界条件のケース数を入力するケース数入力画面３０を示している。このケー
ス数入力画面３０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓３１と
、境界条件のケース数を説明するための表示窓３２と、境界条件のケース数を入力するユ
ーザ作業エリアである入力窓３３と、入力内容を適用するための「適用」と記入された適
用ボタン３４と、前画面（解析種類選択画面２０）に戻るための「戻る」と記入された戻
るボタン３５とを含んで構成されている。
【００３０】
　図５は、解析手順表示画面４０を示している。この解析手順表示画面４０は、どの段階
までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓４１と、解析手順の各ステップを表示
するためのステップ表示窓４２と、ユーザ作業エリアである入力窓４３とを含んで構成さ
れている。
【００３１】
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　図６は、解析モデル選択画面５０を示している。この解析モデル選択画面５０は、どの
段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓５１と、解析モデルの選択を対話
形式で表示する選択表示窓５２と、ユーザ作業エリアである入力窓５３とを含んで構成さ
れている。
【００３２】
　図７は、形状作成画面６０を示している。この形状作成画面６０は、どの段階までの入
力が完了したかを表示するステップ表示窓６１と、形状作成の方法を対話形式で表示する
選択表示窓６２と、ユーザ作業エリアである入力窓６３と、前画面（解析モデル選択画面
５０）に戻るための「戻る」と記入された戻るボタン６５とを含んで構成されている。
【００３３】
　図８は、ＣＡＤファイル選択画面７０を示している。このＣＡＤファイル選択画面７０
は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓７１と、ＣＡＤファイル
の選択を対話形式で表示する選択表示窓７２と、ユーザ作業エリアである入力窓７３と、
前画面（形状作成画面６０）に戻るための「戻る」と記入された戻るボタン７５とを含ん
で構成されている。
【００３４】
　図９は、ＣＡＤファイル選択画面８０を示している。このＣＡＤファイル選択画面８０
は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓８１と、ＣＡＤファイル
のトレランスの入力を対話形式で促す表示窓８２と、トレランスを入力するユーザ作業エ
リアである入力窓８３と、入力内容を適用するための「適用」と記入された適用ボタン８
４と、前画面（ＣＡＤファイル選択画面７０）に戻るための「戻る」と記入された戻るボ
タン８５とを含んで構成されている。
【００３５】
　図１０は、ＣＡＤファイル選択画面９０を示している。このＣＡＤファイル選択画面９
０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓９１と、ＩＧＥＳファ
イルの選択を対話形式で促す表示窓９２と、ファイル名やファイルの種類を入力するユー
ザ作業エリアである入力窓９３と、入力内容を適用するための「適用」と記入された適用
ボタン９４と、前画面（ＣＡＤファイル選択画面８０）に戻るための「戻る」と記入され
た戻るボタン９５とを含んで構成されている。
【００３６】
　図１１は、モデル確認画面１００を示している。このモデル確認画面１００は、どの段
階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓１０１と、モデルを確認するための
各種操作説明などが対話形式で表示された操作表示窓１０２と、ユーザ作業エリアである
入力窓１０３とを含んで構成されている。
【００３７】
　図１２は、モデル確認画面１１０を示している。このモデル確認画面１１０は、どの段
階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓１１１と、フリーエッジの有無を対
話形式で表示する表示窓１１２と、ユーザ作業エリアである入力窓１１３と、前画面（モ
デル確認画面１００）に戻るための「戻る」と記入された戻るボタン１１５とを含んで構
成されている。
【００３８】
　図１３は、面修正画面１２０を示している。この面修正画面１２０は、どの段階までの
入力が完了したかを表示するステップ表示窓１２１と、修正の意思を対話形式で確認する
確認表示窓１２２と、ユーザ作業エリアである入力窓１２３と、前画面（モデル確認画面
１１０）に戻るための「戻る」と記入された戻るボタン１２５とを含んで構成されている
。
【００３９】
　図１４は、形状作成ステップの完了確認画面１３０を示している。この完了確認画面１
３０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓１３１と、形状作成
ステップの完了を対話形式で確認する確認表示窓１３２と、ユーザ作業エリアである入力
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窓１３３とを含んで構成されている。
【００４０】
　図１５は、解析手順表示画面１４０を示している。この解析手順表示窓１４０は、図５
に示す解析手順表示画面４０と同じであるが、ここでは、解析手順の各ステップを表示す
るためのステップ表示窓１４２の表示内容が、次のメッシュ分割を選択するように指示す
る内容となっている。
【００４１】
　図１６は、メッシュ分割画面１５０を示している。このメッシュ分割画面１５０は、ど
の段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓１５１と、局所分割の有無を対
話形式で確認する確認表示窓１５２と、ユーザ作業エリアである入力窓１５３とを含んで
構成されている。
【００４２】
　図１７は、メッシュ分割画面１６０を示している。このメッシュ分割画面１６０は、ど
の段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓１６１と、平均要素長の入力を
対話形式で促す選択表示窓１６２と、平均要素長を入力するユーザ作業エリアである入力
窓１６３と、入力内容を適用するための「適用」と記入された適用ボタン１６４とを含ん
で構成されている。
【００４３】
　図１８は、メッシュ分割画面１７０を示している。このメッシュ分割画面１７０は、ど
の段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓１７１と、入力した平均要素長
でその後の解析を実行するか否かを対話形式で確認する確認表示窓１７２と、平均要素長
を入力するユーザ作業エリアである入力窓１７３と、入力内容を適用するための「適用」
と記入された適用ボタン１７４とを含んで構成されている。
【００４４】
　図１９は、メッシュ分割ステップの完了確認画面１８０を示している。この完了確認画
面１８０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓１８１と、メッ
シュ分割ステップの完了を対話形式で確認する確認表示窓１８２と、ユーザ作業エリアで
ある入力窓１８３とを含んで構成されている。
【００４５】
　図２０は、解析手順表示画面１９０を示している。この解析手順表示窓１９０は、図５
に示す解析手順表示画面４０と同じであるが、ここでは、解析手順の各ステップを表示す
るためのステップ表示窓１９２の表示内容が、次の材料物性値の設定を選択するように指
示する内容となっている。
【００４６】
　図２１は、材料物性値選択画面２００を示している。この材料物性値選択画面２００は
、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓２０１と、材料物性値の選
択を対話形式で促す選択表示窓２０２と、ユーザ作業エリアである入力窓２０３とを含ん
で構成されている。
【００４７】
　図２２は、材料物性値の選択ステップの完了確認画面２１０を示している。この完了確
認画面２１０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓２１１と、
材料物性値の選択ステップの完了を対話形式で確認する確認表示窓２１２と、ユーザ作業
エリアである入力窓２１３とを含んで構成されている。
【００４８】
　図２３は、解析手順表示画面２２０を示している。この解析手順表示窓２２０は、図５
に示す解析手順表示画面４０と同じであるが、ここでは、解析手順の各ステップを表示す
るためのステップ表示窓２２２の表示内容が、次の固定条件の設定を選択するように指示
する内容となっている。
【００４９】
　図２４および図２７は、固定条件設定画面２３０を示している。この固定条件設定画面
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２３０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓２３１と、固定条
件の与え方を対話形式で促す選択表示窓２３２と、ユーザ作業エリアである入力窓２３３
とを含んで構成されている。
【００５０】
　図２５および図２６は、固定条件設定画面２４０を示している。この固定条件設定画面
２４０は、面についての固定位置を定義する画面であって、どの段階までの入力が完了し
たかを表示するステップ表示窓２４１と、固定条件の与え方を対話形式で促す選択表示窓
２４２と、ユーザ作業エリアである入力窓２４３と、入力内容を適用するための「適用」
と記入された適用ボタン２４４とを含んで構成されている。
【００５１】
　図２８は、固定条件の設定ステップの完了確認画面２５０を示している。この完了確認
画面２５０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓２５１と、固
定条件の設定ステップの完了を対話形式で確認する確認表示窓２５２とを含んで構成され
ている。
【００５２】
　図２９は、解析手順表示画面２６０を示している。この解析手順表示窓２６０は、図５
に示す解析手順表示画面４０と同じであるが、ここでは、解析手順の各ステップを表示す
るためのステップ表示窓２６２の表示内容が、次の負荷条件の設定を選択するように指示
する内容となっている。
【００５３】
　図３０および図３３は、負荷条件設定画面２７０を示している。この負荷条件設定画面
２７０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓２７１と、負荷条
件の与え方を対話形式で促す選択表示窓２７２と、ユーザ作業エリアである入力窓２７３
とを含んで構成されている。
【００５４】
　図３１および図３２は、負荷条件設定画面２８０を示している。この負荷条件設定画面
２８０は、強制変位を与える面を設定する画面であって、どの段階までの入力が完了した
かを表示するステップ表示窓２８１と、強制変位の与え方を対話形式で促す選択表示窓２
８２と、強制変位の情報を入力するユーザ作業エリアである入力窓２８３と、入力内容を
適用するための「適用」と記入された適用ボタン２８４とを含んで構成されている。
【００５５】
　図３４は、負荷条件の設定ステップの完了確認画面２９０を示している。この完了確認
画面２９０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓２９１と、負
荷条件の設定ステップの完了を対話形式で確認する確認表示窓２９２とを含んで構成され
ている。
【００５６】
　図３５は、解析手順表示画面３００を示している。この解析手順表示窓３００は、図５
に示す解析手順表示画面４０と同じであるが、ここでは、解析手順の各ステップを表示す
るためのステップ表示窓３０２の表示内容が、次の解析実行を選択するように指示する内
容となっている。
【００５７】
　図３６は、解析実行画面３１０を示している。この解析実行画面３１０は、どの段階ま
での入力が完了したかを表示するステップ表示窓３１１と、解析ソルバーの選択を対話形
式で確認する選択表示窓３１２とを含んで構成されている。
【００５８】
　図３７は、解析実行画面３２０を示している。この解析実行画面３２０は、どの段階ま
での入力が完了したかを表示するステップ表示窓３２１と、解析手法の選択を対話形式で
確認する選択表示窓３２２と、解析手法を入力するユーザ作業エリアである入力窓３２３
と、入力内容を適用するための「適用」と記入された適用ボタン３２４と、前画面に戻る
ための「戻る」と記入された戻るボタン３２５とを含んで構成されている。
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【００５９】
　図３８は、解析手順表示画面３３０を示している。この解析手順表示窓３３０は、図５
に示す解析手順表示画面４０と同じであるが、ここでは、解析手順の各ステップを表示す
るためのステップ表示窓３３２の表示内容が、次の結果表示を選択するように指示する内
容となっている。
【００６０】
　図３９および図４０は、同じ結果表示画面３４０を示している。この結果表示画面３４
０は、どの段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓３４１と、解析結果の
表示選択を対話形式で確認する選択表示窓３４２と、ユーザ作業エリアである入力窓３４
３と、入力内容を適用するための「適用」と記入された適用ボタン３４４とを含んで構成
されている。
【００６１】
　図４１は、解析手順表示画面３５０を示している。この解析手順表示窓３５０は、図５
に示す解析手順表示画面４０と同じであるが、ここでは、解析手順の各ステップを表示す
るためのステップ表示窓３５２の表示内容が、次のレポート出力を選択するように指示す
る内容となっている。
【００６２】
　図４２は、レポート出力画面３６０を示している。このレポート出力画面３６０は、ど
の段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓３６１と、レポートの出力情報
の入力を対話形式で促す表示窓３６２と、出力情報を入力するユーザ作業エリアである入
力窓３６３と、入力内容を適用するための「適用」と記入された適用ボタン３６４とを含
んで構成されている。
【００６３】
　図４３は、レポート出力画面３７０を示している。このレポート出力画面３７０は、ど
の段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓３７１と、出力するレポートの
種類選択を対話形式で促す表示窓３７２と、出力するレポートの種類を入力するユーザ作
業エリアである入力窓３７３と、入力内容を適用するための「適用」と記入された適用ボ
タン３７４と、前画面（レポート出力画面３６０）に戻るための「戻る」と記入された戻
るボタン３７５とを含んで構成されている。
【００６４】
　図４４は、レポート出力画面３８０を示している。このレポート出力画面３８０は、ど
の段階までの入力が完了したかを表示するステップ表示窓３８１と、出力する図の視点選
択を対話形式で促す表示窓３７２と、前画面（レポート出力画面３７０）に戻るための「
戻る」と記入された戻るボタン３８５とを含んで構成されている。
【００６５】
　図４５ないし図４９は、プリンタである出力部６から印字出力される解析報告書の例を
示している。
【００６６】
　図５０は、解析終了画面３９０を示している。この解析終了画面３９０は、どの段階ま
での入力が完了したかを表示するステップ表示窓３９１と、解析終了を説明する説明表示
窓３９２と、システムを終了するための「終了」と記入され終了ボタン３９６とを含んで
構成されている。おな、説明は省略しているが、上記各画面においても、システムを終了
するための終了ボタンが画面右上に表示されている。
【００６７】
　図５１は、図１７に示すメッシュ分割画面１６０に重ねて表示された過去事例検索画面
４００を示している。この過去事例検索画面４００は、製品名や担当者名、およびフリー
キーワードに入力されたキーワードに基づいて、過去事例データベース７から該当する過
去事例を検索するための実行画面である。
【００６８】
　図５２は、図１７に示すメッシュ分割画面１６０に重ねて表示された過去事例検索結果
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画面４１０を示しており、該当する過去事例（レポート）が一覧表示されている。
【００６９】
　なお、図５１に示す過去事例検索画面４００は、図１６、図１７および図１８に示すメ
ッシュ分割画面１５０，１６０，１７０の確認表示窓１５２，１６２，１７２に表示され
ている「過去のレポートを見る」と記載された部分１５２ｂ，１６２ｂ，１７２ｂをクリ
ックすることで開くことができるようになっている。この「過去のレポートを見る」と記
載された部分は、この他にも、図２１に示す材料物性値選択画面２００の選択表示窓２０
２、図２４および図２７に示す固定条件設定画面２３０の選択表示窓２３２、図２５およ
び図２６に示す固定条件設定画面２４０の選択表示窓２４２、図３０および図３３に示す
負荷条件設定画面２７０の選択表示窓２７２ｂ、図３１および図３２に示す負荷条件設定
画面２８０の選択表示窓２８２、図３６に示す解析実行画面３１０の選択表示窓３１２ｂ
などにも表示されている。
【００７０】
　次に、上記構成の汎用解析システムによって任意の対象物を解析、設計する手順につい
て、上記で説明した図２ないし図５２に示す入力画面例および解析結果表示画面例を適宜
を参照して説明する。
【００７１】
　まず、解析作業者は、本装置を立ち上げて表示部１に図２に示す初期画面１０を表示し
、表示画面窓１２の中の「新しいＣＡＥを開始する」または「途中のＣＡＥを再開する」
のいずれかを選択する。ここでは、「新しいＣＡＥを開始する」が選択されたものとする
。なお、「途中のＣＡＥを再開する」が選択された場合には、すでに解析を行っている既
存のモデリングデータベースを開くようになっている。
【００７２】
　「新しいＣＡＥを開始する」が選択されると、対話型制御部６は、画面表示プログラム
格納部３に格納されている画面表示プログラムを起動し、表示部１に図３に示す解析種類
選択画面２０を表示する。解析作業者は、この解析種類選択画面２０の選択表示窓２２に
表示されている内容から、今回使用する解析の種類を選択する。具体的には、選択表示窓
２２に表示されている各項目のアイコン部分にカーソルを移動させてクリックすることに
より、いずれかの解析種類を選択することができる。ここでは、「線形強度解析」が選択
されたとする。
【００７３】
　これにより、表示部１には、図４に示すケース数入力画面３０が表示される。
【００７４】
　次に、解析作業者は、このケース数入力画面３０の選択入力窓３３に、境界条件のケー
ス数を入力し、次に適用ボタン３４をマウス等でクリックすることにより、境界条件のケ
ース数が決定される。これにより、表示部１には、図５に示す解析手順表示画面４０が表
示される。
【００７５】
　この時点で表示されている解析手順表示画面４０のステップ表示窓４２には、解析手順
を示す各ステップのうち、次に形状作成のステップを選択するように指示する内容が表示
されている。具体的には、処理を終了しているナビゲーションのステップが反転色となっ
ており、形状作成のステップの横に矢印が付与されている。解析作業者は、この指示に従
い、ステップ表示窓４１の形状作成をマウス等でクリックすることにより、表示部１には
、図６に示す解析モデル選択画面５０が表示される。
【００７６】
　次に、解析作業者は、この解析モデル選択画面５０の選択表示窓５２に表示されている
２種類の解析モデルから、１つの解析モデルを選択する。具体的には、各項目の左側に表
示されているアイコン部分にカーソルを移動させてマウス等でクリックすることにより、
解析モデルが選択される。ここで、「３次元ソリッドモデル」が選択されたとすると、表
示部１には、図７に示す形状作成画面６０が表示される。
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【００７７】
　次に、解析作業者は、この形状作成画面６０の選択表示窓６２に表示されている２種類
の方法から、１つの形状作成方法を選択する。具体的には、各項目の左側に表示されてい
るアイコン部分にカーソルを移動させてマウス等でクリックすることにより、形状作成方
法が選択される。ここで、「ＣＡＤファイルを読み込む」が選択されたとすると、表示部
１には、図８に示すＣＡＤファイル選択画面７０が表示される。
【００７８】
　次に、解析作業者は、このＣＡＤファイル選択画面７０の選択表示窓７２に表示されて
いる２種類のＣＡＤファイルから、１つのＣＡＤファイルを選択する。具体的には、各項
目の左側に表示されているアイコン部分にカーソルを移動させてマウス等でクリックする
ことにより、形状作成方法が選択される。ここで、「ＩＧＥＳ」が選択されたとすると、
表示部１には、図９に示すＣＡＤファイル選択画面８０が表示される。
【００７９】
　次に、解析作業者は、このＣＡＤファイル選択画面８０の表示窓８２に表示された説明
内容に従い、入力窓８３にトレランスを入力し、適用ボタン８４をマウス等でクリックす
ると、表示部１には、図１０に示すＣＡＤファイル選択画面９０が表示される。
【００８０】
　次に、解析作業者は、このＣＡＤファイル選択画面９０の表示窓９２に表示されている
説明内容に従い、入力窓９３の上部に表示されているファイルから１つのファイルを選択
し、適用ボタン９４をマウス等でクリックすると、表示部１には、図１１に示すモデル確
認画面１００が表示される。
【００８１】
　次に、解析作業者は、モデル確認画面１００の横に表示された解析モデル（３次元ソリ
ッドモデル）を必要に応じて視点を変更したり、表示方法を変更したり、ズームを行った
りして、目視により確認すると、操作表示窓１０２に表示されている「次へ進む」と記載
されたアイコンをクリックすることにより、表示部１には、図１２に示すモデル確認画面
１１０が表示される。
【００８２】
　すなわち、目視による確認後、解析作業者が「次へ進む」と記載されたアイコンをクリ
ックすると、対話型制御部６では、解析作業者による目視確認後の３次元ソリッドモデル
のフリーエッジチェックを行い、面を共有していない辺がある場合には、これをフリーエ
ッジとして表示部１に表示する。
【００８３】
　次に、解析作業者は、操作表示窓１１２に表示されている「次へ進む」と記載されたア
イコンをクリックすると、表示部１には、図１３に示す面修正画面１２０が表示される。
【００８４】
　次に、解析作業者は、この面修正画面１２０の確認表示窓１２２に表示された説明内容
に従い、フリーエッジが発生している場合には、「面を修正する」を選択して、フリーエ
ッジの修正を行うことになる。また、フリーエッジ等が発生せず、面を修正する必要がな
い場合には、「面を修正しない」を選択して次に進むことになる。ここでは、「面を修正
しない」を選択したとする。すなわち、「面を修正しない」と記載された項目の左側のア
イコンをクリックすると、表示部１には、図１４に示すステップ完了確認画面１３０が表
示される。
【００８５】
　次に、解析作業者は、このステップ完了確認画面１３０の確認表示窓１３２に表示され
た説明内容に従い、「いいえ」か「はい」のいずれかを選択する。ここでは、「いいえ」
を選択する。すなわち、「いいえ」と記載された項目の左側のアイコンをクリックすると
、表示部１には、図１５に示す解析手順表示画面１４０が表示される。
【００８６】
　この時点で表示されている解析手順表示画面１４０のステップ表示窓１４２には、解析
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手順を示す各ステップのうち、次にメッシュ分割のステップを選択するように指示する内
容が表示されている。具体的には、処理を終了しているナビゲーションのステップと形状
作成のステップとが反転色となっており、メッシュ分割のステップの横に矢印が付与され
ている。解析作業者は、この指示に従い、ステップ表示窓１４１のメッシュ分割をマウス
等でクリックすることにより、表示部１には、図１６に示すメッシュ分割画面１５０が表
示される。
【００８７】
　次に、解析作業者は、このメッシュ分割画面１５０の確認表示窓１５２に表示されてい
る説明内容に従い、解析に必要なメッシュを作成する。ここでは、局所分割を指定しない
を選択したとする。すなわち、確認表示部１５２に表示された「いいえ」にカーソルを移
動してクリックすると、表示部１には、図１７に示すメッシュ分割画面１６０が表示され
る。
【００８８】
　次に、解析作業者は、このメッシュ分割画面１６０の選択表示窓１６２に表示された説
明内容に従い、入力窓１６３に平均要素長を入力し、次に適用ボタン１６４をクリックす
ると、表示部１には、図１８に示すメッシュ分割画面１７０が表示される。
【００８９】
　ここで、解析作業者は、平均要素長を入力するに際し、過去の事例を参照したい場合に
は、選択表示窓１６２に表示されている「過去のレポートを見る」と記載された部分１６
２ｂをクリックする。これにより、画面には過去の事例が表示されるのであるが、この過
去事例の表示手順については、最後に詳細に説明する。
【００９０】
　次に、解析作業者は、このメッシュ分割画面１７０の左横に表示されたメッシュ分割画
面とメッシュ情報とを確認後、そのメッシュ数でよければ、確認表示窓１７２に表示され
た「このメッシュに決定する」を選択する。すなわち、「このメッシュに決定する」の項
目の左側に表示されているアイコンをクリックすると、表示部１には、図１９に示すメッ
シュ分割ステップの完了確認画面１８０が表示される。
【００９１】
　次に、解析作業者は、このステップ完了確認画面１８０の確認表示窓１８２に表示され
た説明内容に従い、「いいえ」か「はい」のいずれかを選択する。ここでは、「いいえ」
を選択する。すなわち、「いいえ」と記載された項目の左側のアイコンをクリックすると
、表示部１には、図２０に示す解析手順表示画面１９０が表示される。
【００９２】
　この時点で表示されている解析手順表示画面１９０のステップ表示窓１９２には、解析
手順を示す各ステップのうち、次に材料物性値の設定のステップを選択するように指示す
る内容が表示されている。具体的には、処理を終了しているナビゲーションのステップ、
形状作成のステップ、メッシュ分割のステップが反転色となっており、材料物性値の設定
のステップの横に矢印が付与されている。解析作業者は、この指示に従い、ステップ表示
窓１９１の材料物性値の設定をマウス等でクリックすることにより、表示部１には、図２
１に示す材料物性値選択画面２００が表示される。
【００９３】
　次に、解析作業者は、この材料物性値選択画面２００の選択表示窓２０２に表示されて
いる材料名の一覧から、その材料のヤング率、ポアソン比、質量密度などのデータを参照
して、最適な材料を選択する。すなわち、選択する材料名のところにカーソルを移動させ
てクリックすると、その材料（例えば、「鉄Ｆｅ」）が選択されるとともに、表示部１に
は、図２２に示す材料物性値の選択ステップの完了確認画面２１０が表示される。
【００９４】
　次に、解析作業者は、このステップ完了確認画面２１０の確認表示窓２１２に表示され
た説明内容に従い、「いいえ」か「はい」のいずれかを選択する。ここでは、「いいえ」
を選択する。すなわち、「いいえ」と記載された項目の左側のアイコンをクリックすると
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、表示部１には、図２３に示す解析手順表示画面２２０が表示される。
【００９５】
　この時点で表示されている解析手順表示画面２２０のステップ表示窓２２２には、解析
手順を示す各ステップのうち、次に固定条件の設定のステップを選択するように指示する
内容が表示されている。具体的には、処理を終了しているナビゲーションのステップ、形
状作成のステップ、メッシュ分割のステップ、材料物性値の設定のステップが反転色とな
っており、固定条件の設定のステップの横に矢印が付与されている。解析作業者は、この
指示に従い、ステップ表示窓２２１の固定条件の設定をマウス等でクリックすることによ
り、表示部１には、図２４に示す固定条件設定画面２３０が表示される。
【００９６】
　次に、解析作業者は、この固定条件設定画面２３０の選択表示窓２３２に表示されてい
る説明内容に従い、固定条件を選択する。ここでは、「面に与える」を選択したとする。
すなわち、「面に与える」と記載された項目の左側のアイコンをクリックすると、表示部
１には、図２５に示す固定条件設定画面２４０が表示される。
【００９７】
　次に、解析作業者は、この固定条件設定画面２４０の選択表示窓２４２に表示されてい
る説明内容に従い、３次元ソリッドモデルが表示されている左側の画面上で、固定する面
を選択し、ユーザ作業エリアである入力窓２４３で固定方向をチェックし（この例では、
Ｘ，Ｙ，Ｚの全ての方向にチェックが入っている）、適用ボタン２４４をクリックすると
、表示部１には、図２６に示す固定条件設定画面２４０が表示される。なお、左横には面
固定された３次元ソリッドモデルが表示されている。
【００９８】
　この固定条件設定画面２４０は、図２５に示す固定条件設定画面２４０と同じであり、
違うところは、左側の画面に、面固定されたことを示す印（図中、「１２３」と記載）が
付与されている点である。解析作業者は、この画面を確認後、選択表示窓２４２に表示さ
れている「面固定の終了」を選択する。すなわち、「面固定の終了」と記載された左側の
アイコンをクリックすると、表示部１には、図２７に示す固定条件設定画面２３０が表示
される。
【００９９】
　この固定条件設定画面２３０は、図２４に示す固定条件設定画面２３０と同じであり、
違うところは、図示しない左側の画面に、面固定されたことを示す印（図中「１２３」と
記載）が付与されている点である。解析作業者は、この画面を確認後、選択表示窓２４２
に表示されている「固定条件の終了」を選択する。すなわち、「固定条件の終了」と記載
された左側のアイコンをクリックすると、表示部１には、図２８に示す固定条件の設定ス
テップの完了確認画面２５０が表示される。
【０１００】
　次に、解析作業者は、このステップ完了確認画面２５０の確認表示窓２５２に表示され
た説明内容に従い、「いいえ」か「はい」のいずれかを選択する。ここでは、「いいえ」
を選択する。すなわち、「いいえ」と記載された項目の左側のアイコンをクリックすると
、表示部１には、図２９に示す解析手順表示画面２６０が表示される。
【０１０１】
　この時点で表示されている解析手順表示画面２６０のステップ表示窓２６２には、解析
手順を示す各ステップのうち、次に負荷条件の設定のステップを選択するように指示する
内容が表示されている。具体的には、処理を終了しているナビゲーションのステップ、形
状作成のステップ、メッシュ分割のステップ、材料物性値の設定のステップ、固定条件の
設定のステップが反転色となっており、負荷条件の設定のステップの横に矢印が付与され
ている。解析作業者は、この指示に従い、ステップ表示窓２６１の負荷条件の設定をマウ
ス等でクリックすることにより、表示部１には、図３０に示す負荷条件設定画面２７０が
表示される。
【０１０２】
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　次に、解析作業者は、この負荷条件設定画面２７０の選択表示窓２７２に表示されてい
る説明内容に従い、負荷条件を選択する。ここでは、「面に強制変位を与える」を選択し
たとする。すなわち、「面に強制変位を与える」と記載された項目の左側のアイコンをク
リックすると、表示部１には、図３１に示す負荷条件設定画面２８０が表示される。
【０１０３】
　次に、解析作業者は、この負荷条件設定画面２８０選択表示窓２８２に表示されている
説明内容に従い、３次元ソリッドモデルが表示されている左側の画面上で、強制変位を与
える面を選択し、ユーザ作業エリアである入力窓２８３で変位の方向を指定し、変位量を
入力して、最後に適用ボタン２８４をクリックすると、表示部１には、図３２に示す負荷
条件設定画面２８０が表示される。
【０１０４】
　この負荷条件設定画面２８０は、図３１に示す負荷条件設定画面２８０と同じであり、
違うところは、左側の画面に、強制変位を与えることを示す印（図中、「１．０００」と
記載）が付与されている点である。解析作業者は、この画面を確認後、選択表示窓２８２
に表示されている「面強制変位の終了」を選択する。すなわち、「面強制変位の終了」と
記載された左側のアイコンをクリックすると、表示部１には、図３３に示す負荷条件設定
画面２７０が表示される。
【０１０５】
　この負荷条件設定画面２７０は、図３０に示す負荷条件設定画面２７０と同じであり、
違うところは、左側の画面に、強制変位を与えることを示す印（図中「１．０００」と記
載）が付与されている点である。解析作業者は、この画面を確認後、選択表示窓２７２に
表示されている「負荷条件の終了」を選択する。すなわち、「負荷条件の終了」と記載さ
れた左側のアイコンをクリックすると、表示部１には、図３４に示す負荷条件の設定ステ
ップの完了確認画面２９０が表示される。
【０１０６】
　次に、解析作業者は、このステップ完了確認画面２９０の確認表示窓２９２に表示され
た説明内容に従い、「いいえ」か「はい」のいずれかを選択する。ここでは、「いいえ」
を選択する。すなわち、「いいえ」と記載された項目の左側のアイコンをクリックすると
、表示部１には、図３５に示す解析手順表示画面３００が表示される。
【０１０７】
　この時点で表示されている解析手順表示画面３００のステップ表示窓３０２には、解析
手順を示す各ステップのうち、次に解析実行のステップを選択するように指示する内容が
表示されている。具体的には、処理を終了しているナビゲーションのステップ、形状作成
のステップ、メッシュ分割のステップ、材料物性値の設定のステップ、固定条件の設定の
ステップ、負荷条件の設定のステップが反転色となっており、解析実行のステップの横に
矢印が付与されている。解析作業者は、この指示に従い、ステップ表示窓３０１の解析実
行をマウス等でクリックすることにより、表示部１には、図３６に示す解析実行画面３１
０が表示される。
【０１０８】
　次に、解析作業者は、この解析実行画面３１０の選択表示窓３１２に表示されている説
明内容に従い、解析ソルバーを選択する。ここでは、「専用ソルバーで解析を実行する」
が選択されたとする。すなわち、「専用ソルバーで解析を実行する」と記載された左側の
アイコンをクリックすると、表示部１には、図３７に示す解析実行画面３２０が表示され
る。
【０１０９】
　次に、解析作業者は、この解析実行画面３２０の選択表示窓３２２に表示されている説
明内容に従い、解析手法を選択し、使用メモリを入力して、最後に適用ボタン３２４をク
リックすると、解析計算処理部５は、具備している構造解析ソフトを使用して解析を実行
する。そして、解析を終了すると、解析結果を解析結果ファイル部７０２ｃに保存する。
また、表示部１には、図３８に示す解析手順表示画面３３０が表示される。
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【０１１０】
　この時点で表示されている解析手順表示画面３３０のステップ表示窓３３２には、解析
手順を示す各ステップのうち、次に結果表示のステップを選択するように指示する内容が
表示されている。具体的には、処理を終了しているナビゲーションのステップ、形状作成
のステップ、メッシュ分割のステップ、材料物性値の設定のステップ、固定条件の設定の
ステップ、負荷条件の設定のステップ、解析実行のステップが反転色となっており、結果
表示のステップの横に矢印が付与されている。解析作業者は、この指示に従い、ステップ
表示窓３３１の結果表示をマウス等でクリックすることにより、表示部１には、図３９お
よび図４０に示す解析結果画面３４０が表示される。
【０１１１】
　次に、解析作業者は、この解析結果画面３４０の中から表示したい結果を選択すると、
その結果が、左側に例えばコンタ図として表示される。
【０１１２】
　次に、解析作業者は、解析結果を画面で確認後、適用ボタン３４４をマウス等でクリッ
クする。これにより、表示部１には、図４１に示す解析手順表示画面３５０が表示される
。
【０１１３】
　この時点で表示されている解析手順表示画面３５０のステップ表示窓３５２には、解析
手順を示す各ステップのうち、次にレポート出力のステップを選択するように指示する内
容が表示されている。具体的には、処理を終了しているナビゲーションのステップが反転
色となっており、レポート出力のステップの横に矢印が付与されている。解析作業者は、
この指示に従い、ステップ表示窓３５１のレポート出力をマウス等でクリックすることに
より、表示部１には、図４２に示すレポート出力画面３６０が表示される。
【０１１４】
　次に、解析作業者は、このレポート出力画面３６０の入力窓３６３に製品名と担当者名
（解析作業者の名前）とを入力し、メッシュ図や分布図のサイズや出力枚数を選択した後
、適用ボタン３６４をクリックする。これにより、表示部１には、図４３に示すレポート
出力画面３７０が表示される。
【０１１５】
　次に、解析作業者は、このレポート出力画面３７０の表示窓３７２に表示されている説
明内容に従い、入力窓３７３にレポート出力する分布図を入力（選択）し、適用ボタン３
７４をクリックする。これにより、表示部１には、図４４に示すレポート出力画面３８０
が表示される。
【０１１６】
　次に、解析作業者は、このレポート出力画面３８０の表示窓３８２に表示されている説
明内容に従い、出力する図の視点を選択する。ここでは、「デフォルト視点でレポート出
力を開始する」と記載された左側のアイコンがクリックされたとする。これにより、解析
情報ファイル部７０２ｂ及び解析結果ファイル部７０２ｃに保存されている解析結果に基
づき、図４５ないし図４９に示す解析報告書が表示部１に表示されるとともに、プリンタ
である出力部６から印字出力される。
【０１１７】
　なお、解析報告書の印字出力が終了すると、表示部１には、図５０に示す解析終了画面
３９０が表示されるので、解析作業者は、画面右上に表示されている終了ボタン３９６を
クリックする。これにより、システムが終了される。
【０１１８】
　以上が本発明の汎用解析システムの一連の処理手順の説明であるが、最後に、本発明の
特徴である過去事例の検索および表示手順について説明する。
【０１１９】
　例えば、図１７に示すメッシュ分割画面１６０の選択表示窓１６２に表示された説明内
容に従い、入力窓１６３に平均要素長を入力する際に、解析作業者が、過去の事例を参照
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したい場合には、選択表示窓１６２に表示されている「過去のレポートを見る」と記載さ
れた部分１６２ｂをクリックする。これにより、メッシュ分割画面１６０には、図５１に
示すように、図形を表示する部分に重ねるようにして、過去事例検索画面４００が表示さ
れる。
【０１２０】
　次に、解析作業者は、この過去事例検索画面４００に、製品名や担当者名、およびフリ
ーキーワードを必要に応じて入力し、下欄の「追加検索」と記載された部分４０１をクリ
ックする。これにより、レポート検索部７０４は、これらの入力条件に従ってレポート格
納部８に蓄積されている過去の事例（解析結果）を検索し、その検索結果を表示部１に表
示する。すなわち、図５２に示すように、メッシュ分割画面１６０の上に、さらに重ねる
ようにして、過去事例検索結果画面４１０が表示される。
【０１２１】
　ここで、表示された過去事例が多いために、この中から選択することが難しい場合など
には、検索条件を変えて、「絞り込み検索」と記載された部分４０２をクリックする。こ
れにより、レポート検索部７０４は絞り込み検索を開始し、その検索結果を過去事例検索
結果画面４１０として再度表示する。
【０１２２】
　次に、解析作業者は、この過去事例検索結果画面４１０に表示された中から、所望する
過去事例を見つけると、その項目欄（例えば、ファイル名のところ）をクリックする。こ
れにより、該当するファイルの内容がレポート格納部８から取り出され、表示部１には、
図４５～図４９に示す解析報告書が表示される。
【０１２３】
　これにより、解析作業者は、この解析報告書を参照し、解析担当者のコメント等も参考
にしながら、最適な平均要素長を決定することができる。
【０１２４】
　このように、「過去のレポートを見る」と記載されている部分は、各ステップの要所に
適宜用意されているので、解析作業者は、必要に応じ、各ステップの処理段階で、随時、
過去事例を参照することができるようになっている。
【０１２５】
　以上説明した汎用解析システムは、ＣＡＥ解析手順を対話形式で格納した汎用解析処理
プログラムによって実現されている。本発明の対象とするのは、このプログラムそのもの
であってもよいし、このプログラムがコンピュータで読み取り可能な記録媒体に格納され
ているものであってもよい。
【０１２６】
　本発明では、この記録媒体として、図１に示されている対話型制御部７で処理が行なわ
れるために必要なメモリ、例えばＲＯＭのようなものそのものがプログラムメディアであ
ってもよいし、また、図示していない外部記憶装置としてプログラム読み取り装置が設け
られ、そこに記録媒体を挿入することで読み取り可能なプログラムメディアであってもよ
い。
【０１２７】
　ここで、上記プログラムメディアとしては、本体と分離可能に構成される記録媒体であ
って、ＦＤ（フレキシブルディスク）やＨＤ（ハードディスク）等の磁気ディスク系、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ／ＤＶＤ等の光ディスク系、ＩＣカード／光カード等のカード系
、マスクＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュＲＯＭ等による半導体メモリ系
などがある。
【０１２８】
　また、本発明においては、インターネットを含む通信ネットワークと接続可能なシステ
ム構成とはなっていないが、通信ネットワークと接続可能なシステム構成である場合には
、通信ネットワークからプログラムをダウンロードするように流動的にプログラムを保持
する記録媒体であってもよい。
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【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】本発明の汎用解析システムの一実施の形態による構成を概念的に示したブロック
図である。
【図２】データベースを開いたときの初期画面例を示す説明図である。
【図３】解析種類選択画面例を示す説明図である。
【図４】境界条件のケース数入力画面例を示す説明図である。
【図５】解析手順表示画面例を示す説明図である。
【図６】解析モデル選択画面例を示す説明図である。
【図７】形状作成画面例を示す説明図である。
【図８】ＣＡＤファイル選択画面例を示す説明図である。
【図９】ＣＡＤファイル選択画面例を示す説明図である。
【図１０】ＣＡＤファイル選択画面例を示す説明図である。
【図１１】モデル確認画面例を示す説明図である。
【図１２】モデル確認画面例を示す説明図である。
【図１３】面修正画面例を示す説明図である。
【図１４】形状作成ステップの完了確認画面例を示す説明図である。
【図１５】解析手順表示画面例を示す説明図である。
【図１６】メッシュ分割画面例を示す説明図である。
【図１７】メッシュ分割画面例を示す説明図である。
【図１８】メッシュ分割画面例を示す説明図である。
【図１９】メッシュ分割ステップの完了確認画面例を示す説明図である。
【図２０】解析手順表示画面例を示す説明図である。
【図２１】材料物性値選択画面例を示す説明図である。
【図２２】材料物性値の選択ステップの完了確認画面例を示す説明図である。
【図２３】解析手順表示画面例を示す説明図である。
【図２４】固定条件設定画面例を示す説明図である。
【図２５】固定条件設定画面例を示す説明図である。
【図２６】固定条件設定画面例を示す説明図である。
【図２７】固定条件設定画面例を示す説明図である。
【図２８】固定条件の設定ステップの完了確認画面例を示す説明図である。
【図２９】解析手順表示画面例を示す説明図である。
【図３０】負荷条件設定画面例を示す説明図である。
【図３１】負荷条件設定画面例を示す説明図である。
【図３２】負荷条件設定画面例を示す説明図である。
【図３３】負荷条件設定画面例を示す説明図である。
【図３４】負荷条件の設定ステップの完了確認画面例を示す説明図である。
【図３５】解析手順表示画面例を示す説明図である。
【図３６】解析実行画面例を示す説明図である。
【図３７】解析実行画面例を示す説明図である。
【図３８】解析手順表示画面例を示す説明図である。
【図３９】結果表示画面例を示す説明図である。
【図４０】結果表示画面例を示す説明図である。
【図４１】解析手順表示画面例を示す説明図である。
【図４２】レポート出力画面例を示す説明図である。
【図４３】レポート出力画面例を示す説明図である。
【図４４】レポート出力画面例を示す説明図である。
【図４５】解析報告書の例を示す説明図である。
【図４６】解析報告書の例を示す説明図である。
【図４７】解析報告書の例を示す説明図である。
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【図４８】解析報告書の例を示す説明図である。
【図４９】解析報告書の例を示す説明図である。
【図５０】解析終了画面例を示す説明図である。
【図５１】図１７に示すメッシュ分割画面に重ねて表示される過去事例検索画面例を示す
説明図である。
【図５２】図１７に示すメッシュ分割画面に重ねて表示される過去事例検索結果画面例を
示す説明図である。
【符号の説明】
【０１３０】
　１　表示部
　２　入力部
　３　画面表示プログラム格納部
　４　解析ノウハウ格納部
　５　解析計算処理部
　６　出力部（プリンタ）
　７　対話型制御部
　８　レポート格納部（過去事例データベース）
　７０１　演算部
　７０２　ファイル格納部
　７０２ａ　汎用解析手順ファイル部
　７０２ｂ　解析情報ファイル部
　７０２ｃ　解析結果ファイル部
　７０３　解析ノウハウ入出力部
　７０４　レポート検索部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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【図３５】 【図３６】

【図３７】 【図３８】
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【図３９】 【図４０】

【図４１】 【図４２】
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【図４３】 【図４４】

【図４５】 【図４６】
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【図４７】 【図４８】

【図４９】 【図５０】
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【図５１】 【図５２】
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